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「平成２０年度ものづくり基盤技術の振興施策（ものづくり白書）」について 

～中核人材の育成や技能継承の課題等について分析～ 

 

ものづくり基盤技術の振興施策（ものづくり白書）とは 

「ものづくり基盤技術振興基本法（平成１１年法律第２号）」第８条に基づく年次報告

であり、厚生労働省・経済産業省・文部科学省が連携して作成。５月１９日に閣議決定さ

れ、公表されました。 

平成１３年６月に第１回策定以降、今回は第９回目です。 

 

（労働関係で取り上げた主な内容） 

・ものづくり労働者の雇用・労働の現状と厳しい雇用情勢に対応した対策（第１章） 

・ものづくり現場における中核人材の育成・確保と技能継承の現状・課題とものづくり

労働者の育成のための施策(第３章) 

 
（添付資料） 

１． 平成２０年度ものづくり白書の骨子（Ａ３版） 

２． 平成２０年度ものづくり白書の概要（Ａ４版）（抄・厚生労働省担当部分） 

３． 平成２０年度ものづくり白書        （略） 

平成２１年５月１９日 

職業能力開発局総務課基盤整備室 

室長    福味 恵 

室長補佐 宇野 浩一 

（電話代表）  ０３（５２５３）１１１１ 

（内線５６０１） 

（直通電話）  ０３（３５９５）３３７７ 

   

   

 
 


